
学校番号 3019 

令和２年度 理数科 

 

教科 理数科 科目 理数化学(理系) 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「化学基礎」「化学」（数研出版） 

副教材等 セミナー化学基礎＋化学（第一学習社）化学重要問題集（数研出版）他 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

身のまわりにある物質のことをよく知り、自然の中で起きる様々な現象を理解できると化学が楽

しくなります。実験・観察を通して、先人が見つけた原理や法則を理解していこう。 

１年次に学習した物質量（mol）や化学反応式の量的計算は必要なので、不十分と思ったら勉強

し直すように。   

予習は、次に学習するところを化学ノートや図表・教科書などで少し見ておくとよい。 

 復習は、内容の区切りごと（１週間ごと）に、化学ノートを見返し、教科書で確認すること。 

セミナーの基本問題を演習し、ケミカルチェックで理解度をみるとよい。基本をおさえたうえで、 

発展問題さらに重要問題集に取り組んでいこう。 

 

２ 学習の到達目標 

①自然の事物・現象に関することを題材にして、基本的な概念，原理，法則を理解すること。 

②実験や観察を通して、科学的な自然観を身につけること。③物質をよく知ることにより、現代社

会をより広い視野で捉え、的確な判断を下すことができるようになること。 

基本的な内容をおさえて、発展的な内容も学習し、難関国公立大学２次試験において得点源とな

る学力をつける。（化学ノートなどを活用し、ケミカルチェックで基礎学力を定着させ、演習・講

習などにより学力向上をめざす。） 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

気体，溶液，化学平衡，

無機物質など物質や

化学現象に興味や関

心をもち、意欲的に探

究しようとするとと

もに、科学的な見方や

考え方を身につけて

いる。 

気体，溶液，化学平衡，

無機物質など物質や

化学現象の中に疑問

を見出し、探究する過

程を通じて、事象を科

学的に考察し、導き出

した考えを適切に表

現している。 

気体，溶液，化学平

衡，無機物質など物

質や化学現象に関す

る観察、実験を行い、

それらの過程や結果

から、論理的に探究

する技能を身につけ

ている。 

気体，溶液，化学平

衡，無機物質など物

質や化学現象につい

て、基本的な概念や

原理・法則を理解し、

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

化学ノートの記述 

ケミカルチェック 

学習状況の観察 

化学ノートの記述 

ケミカルチェック 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

化学ノートの記述 

実験ノートの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

化学ノートの記述 

実験ノートの記述 

ケミカルチェック 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

月 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 
 

 
 

 
 

期 

② ① 

化学反応と熱【実験】   ○ ○ ①物質の状態 

a:気体・溶液の性質につい

て興味を持っている。 

b:気体の法則，溶液の法則

などを理解している。 

c:気体や固体の分子量を求

瑠実験、コロイドの実験に

より、気体・溶液・コロイ

ドの性質が確認できる。 

d:気体、溶液関係の計算が

解ける。 

学習状況

の観察 

化学ノート

の記述 

実験ノート

の記述 

ケミカル 

チェック 

定期考査 

 

① 

気体の性質 

混合気体 

蒸気圧【実験】 

理想気体と実在気体 

  ○ ○ 

③ 

１７～１５族元素【実験】 

１４族元素 

１族元素 ２族元素 

１３族元素 

○   ○ 

② 

電気分解  ○  ○ 

① 

溶解度 

気体の溶解度 

○   ○ ②物質の変化 

a:反応熱、化学反応のしく

み、化学平衡、平衡の移動

に興味を持っている。 

b:熱化学方程式の書き方、

電気分解でおこる反応、平

衡移動の原理などを理解し

ている。 

c:ヘスの法則，平衡移動の

原理を実験により確認でき

る。 

d:反応熱、電気分解、平衡

関係の計算が解ける。 

① 

溶液の性質【実験】 

コロイド【実験】 

 ○  ○ 

後 
 

 
 

 

期 

③ 

遷移元素 

金属の製錬 

○ ○   学習状況

の観察 

化学ノート

の記述 

実験ノート

の記述 

ケミカル 

チェック 

定期考査 

 

② ② ② 

 

 

反応速度 

化学平衡 

電離平衡 

いろいろな平衡 

化学平衡の移動【実験】 

緩衝溶液 

塩の加水分解 

  ○ ○ 

 

③無機物質 

a:様々な無機物質について

興味を持っている。 

b:典型元素の各族や遷移元

素の性質の違いを理解して

いる。 

c:実験より性質の違いを確

認できる。 

d:様々な無機物質の性質を

理解している。 

③ 

銅・銀・鉄【実験】 

その他の金属 

系統分析 

○   ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


